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平

夫
」

坂

芳

文

一寸

農

郷
土
出
身
の
彫
刻
家

平
坂
芳
文
氏
を
偲
ぶ

こ
の
よ
う
な
と
き
、
郷
土
出
身
の
芸
術
家
の
作
品
を

鑑
賞
し
、
故
人
を
偲
ぶ
こ
と
も
意
識
な
し
と
は
い
え

な
い
で
あ
ろ
う
。

表
紙
「
農
夫
」
の
作
者
、
平
坂
芳
文
氏
は
文
久
一
二
年

三
月
朝
日
町
平
柳
、
宮
大
工
彫
師
柳
下
平
左
エ
門
氏

の
二
男
と
し
て
出
生
、
同
平
柳
、
平
坂
文
左
エ
門
氏

の
養
子
と
な
っ
た
が
、
そ
の
問
実
父
や
実
兄
と
と
も

に
近
郷
の
社
寺
建
築
に
従
事
、
特
に
拝
殿
門
の
竜
の

、‘，，
a

・・・
，，‘、

世
は
ま
さ
に
芸
術
の
秋
、
当
朝
日
町
も
例
年
の
と

お
り
町
芸
術
祭
と
し
て
多
採
な
行
事
が
行
わ
れ
よ
う

と
し
て
い
る。

彫
刻
を
担
当
し
、
近
く
は
沼
保
佐
味
神
社
、
平
柳
五

社
之
社
、
桜
町
八
幡
社
等
各
社
の
屯
を
彫
刻
し
た
と

伝
え
ら
れ
、
さ
ら
に
宮
崎
鹿
島
神
社
、
新
潟
県
上
路

の
神
社
の
屯
の
彫
刻
に
も
参
加
し
た
と
い
わ
れ
、
そ

の
抜
群
の
才
能
を
認
め
ら
れ
、
当
時
市
振
在
住
の
北

村
四
海
に
師
事
、
本
格
的
な
彫
刻
に
つ
い
て
研
さ
ん

四
海
没
後
単
身
上
京
し
、
当
時
帝
展
繁
査
員
吉
田
芳

明
に
師
事
手
刻
の
研
究
に
入
る
。
雅
号

「
芳
文
」
は

師
の
芳
明
氏
か
ら
与
え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
大
正
の
初
年
泊
に
帰
郷
し
、
家
族
と
と
も
に

住
み
、
彫
刻
に
従
事
す
る
傍
ら
釣
り
を
楽
し
む
。
某

日
小
川
元
渇
の
奥
に
い
わ
な
を
約
り
に
赴
き
、
大
蛇

に
遭
遇
し
た
話
を
近
人
に
洩
ら
し
、
以
後
健
康
を
害

ね
大
正
八
年
一
男
一
女
を
践
し
五
十
七
才
で
故
人
と

な
っ
た
が
、
残
さ
れ
た
氏
の
作
品
に
は
時
代
的
な
素

朴
な
生
活
の
に
じ
み
出
た
も
の
が
多
く
、
京
紙
の
「

農
夫
」
を
は
じ
め
と
し
て

「
釣
人
」
、

「
凸
代
人

一

「
露
」
、
「
鏡
」
等
の
名
作
が
あ
る
。

遺
族
（
芳
文
氏
の
子
息
の
未
亡
人
）
は
数
年
前
当
地

を
引
揚
げ
、
横
浜
に
移
住
さ
れ
、
故
人
と
交
友
の
あ

っ
た
数
多
く
の
人
々
も
既
に
い
ま
は
な
く
、
氏
の
生

時
の
生
活
や
年
譜
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
も
少

い
た
め
、
本
文
中
の
事
実
に
も
相
違
が
あ
っ
・
た
り
相

前
後
し
た
り
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
が

大
方
の
お
許
し
を
乞
う
と
と
も
に
ご
訂
正
を
賜
わ
り

、』、。

置
ザ
，
，

．．
 

1v 

半
以
内
M
f
d
N
ν
人

（H
平
坂
芳
文
H
の
署
名
は
往
時
氏
が
紙
片
に
自
筆

で
署
名
し
て
名
刺
と
し
て
使
用
し
て
い
た
も
の
で
あ

る
。
）

芳

文

氏

の

真

価

大
正
四
年
に
芳
文
会
と
い
う
後
援
会
が
結
成
さ
れ

た
会
員
に
は
郷
土
の
有
志
は
も
と
よ
り
県
下
の
美
術

愛
好
家
、
中
央
彫
刻
界
の
大
家
、
学
界
の
権
威
者
が

ず
ら
り
と
そ
の
名
を
並
べ
て
い
る
。
文
部
省
美
術
審

査
委
員
の
米
原
雲
海
、
山
崎
朝
雲
、
竹
内
久
一

、
帝

室
博
物
館
の
高
橋
健
自
な
ど
。
現
在
彫
刻
界
の
最
元

老
で
あ
る
平
櫛
問
中
の
名
も
末
端
に
見
え
て
い
る
。

当
時
美
術
評
論
家
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
関
如
来
が

こ
う
云
っ
て
い
る。

「膨
刻
家
平
境
芳
文
君
は
僕
が
十
七
J
八
年
の
友
で

あ
る
。
宮
は
真
に
朴
荊
の
人
で
あ
る
コ
い
わ
ば
野
育

ち
の
ま
支
の
人
で
あ
る
。
一
面
に
お
い
て
人
格
の
人

と
し
て
推
さ
れ
て
い
る
。
し
た
・
か
つ
て
そ
の
作
品
も

ま
た
素
朴
な
原
始
的
情
緒
の
流
露
し
て
い
る
の
は
僕

の
常
に
蒋
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

世
の
芸
術
の
邪
践
に
ふ
み
こ
み
、
そ
こ
で
鍛
へ
あ
げ

た
技
巧
に
し
ば
ら
れ
、
新
た
な
る
活
動
の
舞
台
に
入

る
こ
と
の
で
き
な
い
人
た
ち
は
、

あ
る
い
は
お
の
素

朴
な
作
品
を
見
て
と
か
く
の
批
評
を
下
す
か
も
知
れ

な
い
。
し
か
し
君
の
人
絡
を
い
か
ん
と
も
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
人
格
は
本
で
あ
る
。
技
巧
は
未
で
あ

る
本
た
っ
て
道
生
ず
。
い
た
ず
ら
に
技
巧
の
未
に
は

し
っ
て
作
品
を
一評
す
る
軽
滞
漢
は
今
日
の
芸
術
界
に

は
無
用
で
あ
る
。
」

文
化
の

日
に
表
髭

朝
日
町
自
治
・
文
化
の
功
労
者

小
沢
弥
氏
ら
一ニ
名

長
年
朝
日
町
の
自
治
、
文
化
の
発
展
に
協
力
さ
れ

大
き
な
功
讃
を
あ
げ
ら
れ
た
小
沢
弥
氏
（
中
町
）
ら

三
一名
の
表
彰
式
が
十

一
月一
一一臼
町
民
体
育
大
会
々
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
者
氏
名
お
よ
び
功
讃

小
沢

弥
氏
（
中
町
）

昭
和
二
十
九
年
十
月
卒
先
し
て
朝
日
町
青
色
申
告

会
を
結
成
し
、
納
税
思
想
の
徹
底
を
は
か
ら
れ
た

寺
田
菊
次
氏
（
笹
川
〉

城
山
管
理
人
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
職
務
に
貢
献

さ
れ
、
朝
日
町
の
観
光
な
ら
び
に
教
育
、
文
化
の

向
上
に
尽
く
さ
れ
た
。

村
口
隆
造
氏
（
本
町
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
幹
部
と
し
て
、
昭
和
二
十
三

年
以
来
十
五
年
間
終
始
一
貫
隊
の
指
噂
に
あ
た
り

常
に
奉
仕
の
精
神
と
旺
盛
な
責
任
感
を
も
っ
て
そ

の
育
成
に
尽
く
さ
れ
、
町
の
青
少
年
教
育
に
多
大

の
寄
与
を
さ
れ
た
。

犬
家
圧
婦
人
会
は
県
表
髭

文
化
の
日
に
ち
な
ん
で
十
一
月
二
日
、
大
家
庄
婦

人
会
が
優
良
社
会
教
育
関
係
団
体
と
し
て
県
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

大
家
庄
婦
人
会
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
区
民
の
健

康
管
理
の
研
究
、
向
上
に
努
め
、
ま
た
、
大
家
庄
地

区
を
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
地
区
に
発
展
せ
し
め
、
さ
ら

に
は
婦
人
学
級
を
通
し
て
農
業
技
能
の
習
得
、
新
生

活
の
増
進
に
大
き
な
功
績
を
あ
げ
て
お
り
、
こ
の
た

び
の
表
彰
は
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。



(2) 
昭和・38年 11月 10日
月 刊（毎月 10日発行〉ひさあ(I~話説会号） 第 ？？号

..... Z泊島 n .... ~ .：：：：胃 、担R A主L

来語 P元 aii貝堪李 ロ 門
爪日膏λ よア， 信孟 ？今11月21日
最高裁判所裁判官国民審査 口 同

半IJ...＿，，用選象 紙 い出係所本し場」、来ず場 もOな時従時かは 注 よいに自し すに21；票員る
所と紙挙議投はO 。て負へ人た券。てに券投つ入り間楽まら午投意。うたよ分く選。行日日選衆解
裁最 f『の院纂 投 くに行が時をもく持を票て場ま延よで午前県 投。しりの明挙 わ（は挙議散
判 信：i！！：＼ 投議所 票 だ申つ投はなしだっ志は 券し長りで後 7時 架 ま投判るは れ木 11の院に
官裁1riu；票員で 用 さして票、く入さてれ入 をたに 2す 8・時間 の し票断く正 ま）月投議よ

国
民
審
査
の
投
票
用
紙
（
桃
色
制
）
を
同

時
に
交
付
し
ま
す
か
ら
間
違
わ
な
い
よ
う

に
記
殺
し
て
く
だ
さ
い
。

O
字
の
書
け
な
い
方
は
代
理
投
票
を

字
を
お
ぼ
え
て
い
な
い
と
か
、
け
が
な

ど
で
字
を
書
け
な
い
方
は
係
員
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

絶
対
に
秘
密
を
守
っ
て
二
人
の
補
助
員
が

代
わ
り
に
書
い
て
く
れ
ま
す
。

投
票
日
の
前
に
で
き
る

不
在
者
投
票
制
度

い
ろ
い
ろ
な
都
合
で
幻
自
の
投
票
日
に

投
票
所
で
投
票
で
き
な
い
人
は
そ
の
事
由

に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
投
票
し
て
お
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

期
間
叩
月
引
白
か
ら
刊
月
何
日
ま
で

（
毎
日
午
前
8
時
泊
分
か
ら
午
後
5
時

ま
で
）

事
由
と
方
法

①
指
定
病
院
に
入
院
中
の
場
合
、

投
票

日
ま
で
に
退
院
す
る
見
込
み
の
な
い
人

は
病
院
長
に
申
し
出
て
入
院
中
の
病
院

で
投
票
で
き
ま
す
。

②
出
張
等
の
場
合
、
業
務
ま
た
は
用
務

の
た
め
出
張
な
ど
で
投
票
日
に
不
在
と

な
る
人
は
、
不
在
者
投
票
証
明
書
を
提

出
し
て
投
票
で
き
ま
す
。

③
そ
の
他
の
場
合
で
も
事
由
に
よ
っ
て

不
在
者
投
票
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
骸
当
す
る
と
思
わ
れ
る
鳩
合
は
あ

ら
か
じ
め
選
挙
管
理
委
員
会
へ
問
い
あ

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

④
印
鍛
と
証
明
書

ど
ん
な
場
合
で
も
不
在
投
県
す
る
と
き

は
印
鍛
が
必
要
で
す
。

ま
た
会
社
、

工
場、

官
庁
な
ど
の
業
務

で
出
張
す
る
た
め
に
不
在
者
投
裂
を
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
証
明
智
が
必
要
で

す
用
紙
は
選
挙
管
理
香
員
会
に
準
備
し

て
あ
り
ま
す
。

新
教
育
委
員
に
竹
内
益
太
郎
氏

季

員

長

は

西

国

彦

衛

氏

が

九
月
三
十
日
を
ら
っ
て
任
期
満
了
と
な

っ
た
林
教
育
委
員
の
後
任
と
し
て
、
竹
内

誌
太
郎
氏
（
笹
川
て

O
O
二

回

三

才

）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
任
期
満
了
の
委
員
長
は
西
国
彦
衛

氏
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

（
竹
内
益
太
郎
氏
略
庇
）

富
山
県
立
入
普
段
学
校
卒
、
笹
川
小
学

校
P
T
A
会
長
、
笹
川
農
業
協
同
組
合

再

選

長
、
笹
川
公
民
館
長
、
笹
川
地
区
長
、

笹
川
保
育
所
長
、
朝
日
町
社
会
教
育
要

員
、
富
山
県
背
年
学
級
振
興
会
理
事

B
E
t
－－－’
i
s
－－－
t
：
’
2
S
E
E
－－一’

E
E
E
i
B
E
E
f
－－
E
E
－－－h
z
E
E
E
 

選

挙

管

理

委
員
き
ま
る

任
期
満
了
に
よ
る
朝
白
町
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
選
挙
が
十
月
三
十
六
日
町
議
会

に
お
い
て
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
次
の
四
民

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

朝
日
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

渡

嘉
郎
ハ
泊
二

O
九
）

牧
野
六
郎
左
衛
門

（
山
崎
五
、
四

O
五）

米
丘
二
大
（
蛭
谷
五
八
八
）

野
田
み
ね
（
宮
崎
一
、
五
三
一
一
一
）

宝
庫
を
拓
き
財
源
を
豊
か
に
す
る

電
源
開
発
に
理
解
を
求
め
て

朝
日
町
議
会

副

議

長

総
合
開
発
特
別
委
員
長

栄（七）

ω
結
論

以
上
で
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の

あ
ら
ま
し
を
申
し
述
べ
た
の
で
あ
り
ま
す

が
こ
れ
を
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
七
、

0
0
0

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
石
炭
に
換
算
す
る
と
第

四
表
に
示
す
と
お
り
の
数
字
と
な
る
。

園
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
は
将
来
の
年
生
産

量
は
一
億
五
千
万
程
度
と
考
え
得
ら
れ
る

昭
和
三
十
三
年
度
の
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
は
＝
一
九
・
八
億
ト
ン
（
石
炭
換
算

）
で

一
人
当
り
の
平
均
消
費
量
は
一

・
三

六
ト
ソ
で
あ
る
が
わ
が
国
の
消
費
盆
は
一

．一

七
ト
ン
で
世
界
の
平
均
量
を
は
る
か

に
下
ま
わ
っ
て
い
る
。
世
界
の
主
要
国
に

比
較
し
て
見
る
と
第
五
衰
の
と
お
り
に
な

る。
す
な
わ
ち
昭
和
三
十
三
年
頃
は
大
体
イ
タ

リ
ー
と
同
様
な
消
費
量
で
あ
・
っ
た
が
昭
和

五
十
五
年
頃
に
お
け
る
臼
本
の
エ
ネ
ル
ギ

オ
司
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一一
8
一
7
一
5
一
4
一
3

か

理

一

一

一

一
一

的
一側
一
一
一
一

一
一

川
一石
一

一

一

一

一

ー

町
一
国
一
ダ
一
一

一
国

一
独

一
ス
一
一

定

－
一

一

一
ェ
一

一

一
ン
一
り

げ
一要
一一

一ナ

一
ウ
一
一

一

一

－
一一

一

一
r

一
一

一
ラ
一
タ

第

一

一一

一

一
ル
一

一

一

一

一主
一
米
一
ヵ

一
ノ
一
英

一
西

一
フ
一
イ

l
消
費
量
は
一
人
当
り
三

・
三
ト
ン
と
予

想
さ
れ
現
在
の
西
独
程
度
の
水
準
に
達
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
昭
和
三
十

四
年
度
は
総
需
要
量
は
一

・
二
五
億
ト
ン

で
昭
和
五
十
五
年
度
に
は
上
述
の
ご
と
く

一
人
当
り
三

・
三
ト

ン
の
消
費
量
に
達
す

る
と
総
需
要
量
で
は
四
億
ト
ン
以
上
と
推

定
さ
’
れ
、
わ
が
自
の
包
蔵
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

年
生
産
量
一

・
五
億
ト
ン
で
は
と
て
も
需

要
に
応
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
明

白
で
あ
り
、
現
在
の
石
炭
輸
入
量
六

C
O

万
ト
ン
と
石
油
の
輸
入
量
三
八

O
万
ト
ン

で
あ
る
が
、
昭
和
五
十
五
年
頃
で
は
、
水

力
資
源
の
す
べ
て
を
開
発
し
終
っ
て
も
な

お
か
つ
石
炭
、
石
油
の
輸
入
を
現
在
の
数

倍
に
し
て
も
ま
か
な
い
切
れ
な
い
と
い
う

状
況
で
、
原
子
力
や
大
陽
熱
の
開
発
に
よ

ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
時
代
も
そ
う
ほ
ど

遠
く
は
あ
る
ま
い
。

（
以
下
次
号
へ
つ
づ
く〉

1957 

1957 

1958 

I/ 

,, 

1.20 

2.77 
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－
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向
一
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一

一

一

一

円一
l

二
s
J

‘
一

L
ぃ・
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．
一
斗
」
ペ
」
，
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一
ぽ
－
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一
l

一
iu

一
司
一
－
－
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一
＼
一

也
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一円一
一二～一
J
J
2
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一

al

－
－

－

一

一

一

一

一

一
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d

一
中
一
ゐ一

二

一

一

一

、

一

一

一

一

コ
…71
J
1
4
Z

A
Mu

－

、J

－

一

一

－
F

F

a

－

一＼、

一

手
－
r－

－

一

一

一

一
’

4
f

a

f

E

F

－
－

a
 

人

J

－

－

－

一

↑

出

一
c

一

一

一

・

一

一

本

r
ぃl
ト
｜
ド
l

十
・i
ト
i
ぃ
l

ト
1

i

－

R

E
 

へ
－
R

川
一
日
一
υ

．d

い

3

一
リ

門

川

配叫

？
－
・
，

P

9

4

－

LR

1

’
，
’
－
e

p
－

－J

．J
 

t
A
 

剛

川

以

山

一

A
F

－
－

e

－
 

，
、

施

。

g

J

P

O

ρ

d

－

0
7

白
申

R

9

・
9

e

e

ρ

a

u

日
。

，，

a
S
9

を
－
o
r

p
亦

三
夕
、
，

g

p

タ
一
之

J

－

－
m

i

r
－一
一
台
れ

十

山

口

ト

一

点民

一

一
川
一
一

一一九

一

」

－

J

－

民

l
a－
－
ー
－r・
l
i
l－
－

i

仁

田
｝
ん

寂

川
…
げ
一
U

一
日

υ

山

内

μ

一日↑

町

民

U

，
一
三
υ

け

口

一

川

υ
一
円
以
…

百

一

－
，
一
二

f

j

J
一

m

s

i

一
三

一〆

’
一

。
，
－

4

0

－
u

－

研

一
揖
一
パ
一

一

一

パ

一

一

一

9

一
H
M

一
予一

・

4

一

一

一

一

－

－

ぺ
U

J

A
一
約
一
金
一
会
一
台
一
主

人
一
計
三

一
一

崎市

司
一

玖
一

一

一

一

一

一

品
伊

K
．
z
f

．
叫

回

世

一
告

一

日

－m

・
2

－

－

h

－
且
却
は
一

－

人
一
三

a
一
息
一
”
一
］
一
又
一

一
一

一人

一

－z

，u

・S
R

i

－
m
－
n
一

一

一

－

vJ
一一

一
～

銅
一
陣
一
侠
一
凶
一

瓜
一
a
一
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一
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一
広
一

れ
駒
子
」
ヒ
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一い
f
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か
ぜ
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
ご
注
意
グ

泊

病

院

内

科

医

長

桜

井

富

夫

防
注
射
を
う
け
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
、
ま

た
注
射
に
よ
る
免
疫
期
間
は
一
ヶ
年
。
こ

の
た
め
昨
年
注
射
し
た
も
の
も
、
必
ず
注

射
を
う
け
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
第
二

に
過
労
や
睡
眠
不
足
を
さ
け
、
適
当
の
栄

養
を
と
り
、
病
源
に
対
し
て
抵
抗
力
を
つ

け
て
お
く
こ
と
が
大
切
。
第
三
に
流
行
時

に
は
マ
ス
ク
を
つ
け
、
帰
宅
後
は
う
が
い

を
励
行
し
、
ま
た
体
を
清
潔
に
し
て
お
く

こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

一一一一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

昭和 38年11月 10日
月刊〈毎月 10日発行〉

秋
も
深
ま
り
例
年
の
こ
と
な
が
ら
寒
い

冬
が
や
っ
て
く
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

富
山
県
で
は
「
来
年
一
月
か
ら
二
月
に
か

け
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
大
流
行
が
予
想
さ

れ
る
」
と
の
警
告
を
出
し
て
い
る
。
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
は
三
十
二
年
五
月
ご
ろ
大
流

行
し
H

ア
ジ
ア
カ
ゼ

u
と
の
異
名
が
つ
け

ら
れ
た
が
、
そ
の
後
大
体
二
年
目
ご
と
に

流
行
し
て
い
る
。

県
下
の
場
合
、
三
十
七
年
一
月
か
ら
二

月
に
か
け
八
尾
、
上
市
、
黒
部
、
富
山
市

一
、
，
…
を
中
心
に
猛
威
を
ふ
る
っ
て
、

一

e
J患
者
総
数
が
一
千
八
百
七
十
七

一
』
九
一
人
に
の
ぼ
り
、
う
ち
四
十
九
人

一

c
一
が
肺
炎
や
気
管
支
炎
を
併
発
し

一
巳
…
死
亡
し
て
い
る
。

過
去
の
流
行

一
九
一

周
期
か
ら
み
て
来
年
一
月
か
ら

…
ゆ
棟
一
二
月
に
流
行
の
危
険
が
予
想
さ

一
［
川
一
れ
る
が
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
よ

一
閣
時
一
う
に
東
京
方
面
で
、
す
で
に
流

一－

u
一
行
の
き
ざ
し
が
あ
り
、
と
く
に

…
同
時
一
朝
日
町
の
皆
さ
ま
に
注
意
し
て

…
き
Z

↑
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

…
佐
院
一
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
は

一
L
－
一
感
染
当
初
、
悪
史
、
と
と
も
に
急

一ELF
一
激
に
発
熱

〈
一
二
十
九
度
前
後
）

一
自
国
一
頭
痛
や
体
の
節
々
の
痛
み
を
と

一

EH
一
も
な
う
の
が
特
徴
で
、
体
力
が

弱
い
こ
ど
も
や
老
人
が
肺
炎
、
気
管
支
炎

を
併
発
し
て
死
亡
す
る
例
が
多
い
。

か
ぜ
は
誰
で
も
経
験
が
あ
る
よ
う
に
、

ま
ず
頭
痛
が
あ
り
、
全
身
が
だ
る
く
な
っ

て
熱
が
で
る
υ

白
押
が
む
ず
が
ゆ
く
な
っ
て

水
の
よ
う
な
鼻
汁
が
で
た
り
、
の
ど
が

痛
み
、
睡
を
の
み
こ
む
の
が
苦
痛
に
な

っ
た
り
、
た
ん
の
出
る
一
咳
を
し
、
声
が
か

れ
る
。病
源
は
単
一
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
も

現
在
ヴ
ィ
ー
ル
ス
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
る
d

予
防
法
と
し
て
、
第
一
に
予

ひさあ（禦議長易誤）第”号(5) 

町
営
住
宅
入
居
者

募
集
し
ま
す

朝
日
町
営
住
宅
桜
町
団
地
第
三
期
工
事
が

十
二
月
中
旬
完
成
の
予
定
で
あ
る
の
で
入

居
者
を
公
募
し
ま
す
。

一
、
入
居
資
格

町
営
住
宅
の
入
居
者
は
少
く
と
も
左
記

の
各
号
の
条
件
を
具
備
す
る
者
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

ー

〓

1
汁
J

社
説

一州議以糸川淵

…f
x企
溶
か
J
端、よ

伊
恥
守
F
L糾』
F
M
h
h
T
4
L
4
1
Yぷ

的
地
吋
．り

J
7内
宅

a

弘
”
叫
桜
花
x

p

～レメ一

Y
b
J

ω朝
日
町
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω現
に
同
居
し
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

ω毎
月
政
令
で
定
め
る
基
準
の
牧
入
の

あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

的
第
二
種
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
入
居

者
の
毎
月
の
牧
入
の
合
計
か
ら
扶
養

者
一
人
に
つ
き
三
千
円
を
控
除
し
た

額
が
「
一
万
三
千
円
」
を
こ
え
「
二

万
円
」
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ω現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
者
。

二
、
家
賃

一
カ
月
二
千
円
の
予
定

三
一
、
町
営
住
宅
戸
数
お
よ
び
規
格

第
二
種
二
十
戸
、
居
室
二
室
、
押
入
、

台
所
、
便
所
付
（
一

O
坪）

四
、
敷
金
と
し
て
入
居
者
よ
り
家
賃
の
三

カ
月
分
を
徴
牧
ず
る
。

五
、
申
込
に
つ
い
て
は
昭
和
三
十
八
年
十

一
月
十
一
日
よ
り
コ
ナ
日
の
問
に
受
付

し
、
予
定
以
上
申
込
者
の
お
る
場
合
作

公
開
拍
せ
ん
と
し
～
汁
ニ

R
末
日
入
風

の
予
定
。

六
、
な
お
詳
細
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
は

役
場
民
生
謀
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

、。
B
L
W
 

（
写
真
1
建
設
中
の
町
営
住
宅
）

利
用
の
少
な
か
っ
た

「
納
税
者
の

声
を
き
く
旬
間
」

税
の
相
談
日
（
毎
月
五
の
日
）
を

大
い
に
ご
利
用
を

税
務
署
で
は
、
毎
月
五
の
日
に
「
税
の

相
談
日
」
を
設
け
、
み
な
さ
ん
の
税
に
関

す
る
相
談
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

た
び
こ
れ
と
は
別
に
、
み
な
さ
ん
の
税
に

関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
苦
情
や
意
見
、
希
望

を
よ
り
多
く
お
聞
き
し
て
、
税
務
行
政
の

改
善
な
ど
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
趣
旨
の

も
と
に
十
一
月
一
日
か
ら
十
固
ま
で
の
十

日
間
を
特
に
「
納
税
者
の
声
を
き
く
旬
開

」
と
定
め
、
有
線
放
送
信
一
す
を
通
じ
て
み
な

さ
ん
に
呼
び
か
け
、
ご
意
見
や
不
満
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
あ
ま
り
利
用

さ
れ
る
方
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
税
に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
相
談
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
毎
月
五
の
臼
の
「
説
の

相
談
日
」
を
大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

魚

津

税

務

署

朝

日

町

税

務

課
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糞
尿
の
汲
取
り
に
つ
い
て

昨
年
一
二
月
に
二
市
三
町
（
旧
下
新
川
郡

）
に
よ
り
着
工
さ
れ
た
東
部
衛
生
処
理
場

が
去
る
八
月
に
完
成
し
、
今
後
の
し
尿
の

終
末
処
理
に
大
い
に
活
躍
す
る
も
の
と
期

侍
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

最
近
田
畑
に
し
尿
を
使
用
す
る
農
家
還
元

が
へ
り
、
業
者
に
汲
み
取
り
を
依
頼
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た
方
の

た
め
に
も
次
の
点
に
つ
い
て
簡
単
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

て
料
金
一
石
〈
一
八
O
立
こ

六

O
円

て
混
み
取
り
前
後
に
必
ず
業
者
が
消
毒

殺
虫
剤
を
撒
布
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

て

汲

取
量
の
メ
ー
タ
ー
が
率
に
つ
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
波
み
取
り
前
後
に
確

め
て
く
だ
さ
い
。

一
、
し
尿
の
汲
み
取
り
に
不
審
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
役
場
民
生
謀
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

一
、
虫
取
許
可
業
者

朝
日
衛
生
〈
沼
保
大
村
彦
七
〉

連
絡
電
話
二
六

O
番

北
陸
清
掃
社
（
神
田
町
加
納
繁
次
郎
〉

連
絡
電
話
二
三
二
番

黒
東
衛
生
（
入
善
町
槻
山
上
回
伝
競
）

連
絡
電
話
入
善
二
四
四
番

朝
日
町
消
防
図
表
髭
者

町
消
防
団
秋
委
演
習
を
九
日
実
施
し
左

の
諸
氏
に
そ
れ
ん
＼
表
彰
が
行
わ
れ
た。

ム
知
事
賞

ω中
山
定
義
、
倒
清
水
達
雄

間
永
井
忠
雄
、

ω長
谷
弟
竿
、
川
間
越
沢

希
彦
、
問
荒
川
与
三
次
、
回
長
井
隆
司

附
水
島
順
作
、

ω岩
谷
盛
治

ム
協
会
長
賞

上
沢
源
次
、
藤
田
覚
平
、

佐
渡
貞
て
折
谷
健
造
、
水
島
常
雄

ム
消
防
団
長
賞
川
安
達
兼
吉
、

ω長
原

忠
、
同
大
島
健
清
、
問
字
回
律

一、

ω

水
島
舜
二
、
問
丸
岡
盛
義
、
則
東
崎
良

雄、

ω水
島
暁
、

ω来
上
猛

ム
迅
団
者
感
謝
状
本
部
副
団
長
水
下
留

士
ロ

ム
十
五
年
以
上
倒
田
中
栄
作
、
問
堀
田

度
、
削
魚
津
光
雄
、
間
池
田
平
八
郎

ム
十
年
以
上

ω中
島
晴
夫
、
問
長
井
久

雄
、
問
梅
沢
信
作
、
問
池
田
栄

一、

ω

笹
川
茂
、

ω中
島
徳
て
伺
堀
川
義
教

切
小
林
俊
夫
、
間
竹
内
徳
一
一

O
内

数

字

分

団

〈

敬

称

略

〉



(6) 

家
畜
の
住
い
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う

昭和 38年11月 10日
月刊〈毎月10日発行〉

家
畜
を
朗
う
畜
舎
は
、
稲
を
作
る
場
合

の
水
田
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
わ
れ
わ
れ

が
少
し
で
も
稲
作
の
安
定
と
増
牧
を
は
か

り
、
手
聞
を
は
ぷ
く
た
め
に
肥
料
の
や
り

方
固
な
ご
し
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
畦
な
ど
い

ろ
い
ろ
工
夫
し
て
い
ま
す
が
、

発
音
経
営

に
お
い
て
も
、

経
営
を
合
理
化
し
、
収
入

の
増
大
を
目
標
に
優
良
家
斎
の
導
入
、
飼

料
給
与
な
ど
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
て
い
る

反
面
、
家
畜
の
住
い
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ

ど
関
心
が
も
た
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

ど
ん
な
に
よ
い
家
省
、
よ
い
エ
サ
が
あ

っ
て
も
住
い
が
悪
く
て
は
、
家
潜
の
も
つ

員
提
起
ν
・
／．
、
能
力
を
充
分
に
出
す
こ
と

刻、
F
U
A
．
紛
が
で
き
ま
せ
ん
。

wm血
迫
田
』
※
最
近
の
よ
う
な
豚
価
高
は

様
冨
』
邸
内
別
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

め

m
v
E総
警
官
に
あ
っ
て
は
い
ろ
い

線

劃

事

液

ろ
な
観
点
か
ら
従
来
の
よ

問
問
う
に
一
一
服
で
多
く
の
政
入

総

省

F
紛
が
期
待
で
き
な
い
も
の
と

様
宝
－
－
線
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

w
m
E
E
総
見
地
か
ら
、
計
画
性
の
あ

楽

邑

犀

来

る

多
頭
数
飼
育
の
推
進
に

液

京

よ

っ

て

経

営

の

安

定

と

牧

／
対
w
照
※
w限
海
啄

入
の
増
大
が
は
か
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
障
害
と
な
る
要
因
も
ま

た
多
く
、

畜
舎
の
不
備
も
そ
の
一
つ
に
あ

げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

畜
舎
の
不
備
が

基
因
す
る
飼
料
効
率
の
低
下
、
発
育
の
遅

延
、
疾
病
の
多
発
、
生
理
障
害
、
労
働
生

産
性
の
低
下
な
ど
数
多
い
損
失
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

多
頭
数
飼
育
は
も
ち
ろ
ん
小
頭
数
飼
育

の
養
畜
に
お
い
て
も
、

経
営
を
不
安
定
に

す
る
嬰
因
と
し
て
わ
れ
わ
れ
が
考
え
て
い

る
以
上
に
畜
舎
の
不
備
が
大
き
な
原
因
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か。
す
べ
て
の
音
合
に
は
、
採
光
（
日
当
り

の
よ
い
こ
と
）
、
換
気
（
風
通
し
の
よ
い

こ
と
〉
、
乾
燥
（
よ
く
乾
い
て
い
る
こ
と

ひさあ（震強鎚鎚号）第99号

ま
ず
か
ら
、
常
に
換
気
を
よ
く
し
舎
内
の

温
度
調
節
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

）
の
＝
一
つ
が
根
本
原
則
と
し
て
挙
げ
ら
れ
家
畜
別
適
温

る
と
思
い
ま
す
。
と
く
に
多
頭
数
飼
育
に

乳

牛

一
五
度

t
一
七
度

よ

っ

て

規

模

が

拡

大

さ

れ

て

い

る

今

日

、

豚

一

七

度

t
一
八
度

飼
育
管
理
に
手
聞
が
か
か
り
す
ぎ
る
不
備

鶏

一
五
度

tニ
O
度

な
畜
舎
で
は
、
労
力
的
に
問
題
が
あ
る
と
四
、

舎
内
の
多
湿
は
内
外
寄
生
虫
、
伝
染

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
家
苗
の
保
健
病
発
生
な
ど
の
原
因
と
な
っ
て
、
家
畜
の

能
力
上
に
も
思
わ
ぬ
失
敗
を
ま
ね
く
こ
と
健
康
を
害
し
ま
す
。
畜
舎
の
新
築
に
あ
た

が

あ

り

ま

す

。

フ

て

は

低
湿
地
を
さ
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ

畜
舎
の
新
築
、
改
善
に
当
た
っ
て
摺
意
ん
で
す
が
、
排
水
溝
を
掘
り
、

雨
水、

汚

し

た

い

こ

と

。

れ

水

の

停
滞
が
な
い
よ
う
に
（
既
設
萄
舎

て
飼
育
規
模
に
応
じ
た
畜
舎
の
広
さ
を

含
む〉

努
め
る
と
と
も
に
、
日
当
り
、
通

取
り
、
管
理
が
容
易
で
、
手
間
の
か
か
ら
風
を
充
分
考
え、

舎
内
の
乾
燥
を
は
か
ら

な
い
よ
う
飼
槽
、
給
水
設
備
の
改
良
、
調
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

理
場
の
位
置
、
サ
イ
ロ
の
位
置
な
ど
十
分
こ
の
ほ
か
、
防
署
、
防
史
、な
ど
畜
舎
の

検

討

し

ま

し

ょ

う

。

改

善

に

あ

た

っ

て

は

、

い

ろ

い

ろ

大

切

な

三
、
農
作
物
を
作
る
場
合
に
日
光
が
必
要
事
柄
が
あ
り
ま
す
。
町
内
の
畜
舎
の
状
況

な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
を
み
支
す
と
家
畜
の
健
康
、
能
力
、
そ
し

ん
な
に
完
全
な
肥
料
を
与
え
て
も
日
照
り
て
管
理
労
力
の
点
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
改
善

が
欠
け
て
は
作
物
の
健
全
な
育
成
、
結
実
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
非
常
に
多
い

を
望
む
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
家
畜
と
よ
う
に
思
い
ま
す
。
多
頭
数
飼
育
の
場
合

日
光
の
関
係
は
、
切
り
は
な
す
こ
と
の
で
は
も
ち
ろ
ん
、
小
頭
数
飼
育
に
お
い
て
も

き
な
い
エ
サ
に
も
匹
敵
す
る
大
切
な
一
柄
健
康
、
能
力
、

労
力
を
充
分
考
え
た
吉
舎

で

す

。

の

改

善

を

は

か

ら

ね

ば

な

り

ま

せ

ん。

光
と
発
育
、
生
理
、
産
弁
な
ど
関
係
が
い
い
ね
い
い
い
い
じ
い
お
い
い
お
い
お
い
い
い
い
い
い
い
い
沢
氏
以
沢
民
日
以
い
れ
、

深
い
ば
か
り
か
、
黒
牛
が
暗
く
て
見
え
な

勺
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j
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e
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y
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f
J
、
f
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J
・1
・1
・・：
J
・1
i
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い
よ
う
な
帝
A

昔
、
あ
る
は
そ
れ
に
ち
か
い

よ
う
な
畜
舎
で
は
、
管
理
に
不
便
な
ば
か

V

泊
公
民
館
文
化
祭
行
事
日
程
一

り
か
、
日
常
家
帝
の
観
祭
不
充
分
か
ら
民

〉

川

病
の
発
見
、
発
情
の
確
認
な
ど
に
思
わ
ぬ

）

月

日

行

事

参
加
団
体

場

所

（

失
敗
を
ま
ね
く
原
因
と
も
な
り
ま
す
。
ま
J

刊
月
1
日
t
7
日

綿
花
展
覧
会

朝

日
町
術
花

会

泊

公

民
館
前
、

た
建
物
の
維
持
、
冬
期
の
保
温
上
か
ら
も

J

H

2

目、

5
日

美

術
展

覧

会

郷

土

出

身

作

家

泊

公
民
M

九

日
当
り
の
よ
い
明
る
い
帝
合
は
有
利
で
す
J

H

8

日、

9
日

生
花
展
覧
会

池

の

坊

、

限
月
流

H

三、

舎
内

の

空

気

は

家

宙

の

呼

吸

、

排

糞

ベ

、

な
ど
に
よ
っ
て
汚
れ
や
す
い
も
の
で
す
か
九

H

9

日

謂
蜘
の
タ

主
体
会

H

U

ら
、
絶
え
ず
新
鮮
な
空
気
が
外
か
ら
流
れ
川
リ
叩
日

珍
石
観
賞
会

H

，・

込
む
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ο

～H
ね

臼

お

茶
の

会

裏

千
家

役
場
特
別
窓

J

風
通
し
が
悪
い
と
自
然
、

舎
内
の
温
度
、

h

2

、
3

H

げ

旬

日

行

日

書
画
展
覧
会

泊
高
等
学
校

泊

公

民

館

湿
度
が
高
く
な
っ
て
、
家
瑞
の
健
庇
や
発
J

育
を
そ
こ
ね
る
ほ
か
、
病
原
菌
の
繁
殖
、

r

H

M

日

琴
、

尺

八

合

奏

会

各

流

泊

小

学

校

け

寄
生
虫
乃
の
発
育
が
盛
ん
と
な
り
ま
す
。
ハ

η

ザ

日

創

作

舞

踊

発

表

会

佐
藤
教
山
一

η

ト

ま
た
、
真
夏
に
発
生
し
や
す
い
熱
射
病
も

J

w

m
日

短

歌

会

泊

短

歌

会

泊

公

民

館

九

殆
ん
ど
換
気
不
良
が
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ぐ
・
f
－J
・7
’1
・1
J・3
・ヘ－－
L

’’
t：・ヘ
－L
J－J
I
f－－
J
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I
－－
t
J－f
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）

「
あ
さ
ひ
」
百
号
記
念

百
号
全
部
お
持
ち
の
方
に

記
念
品
贈
り
ま
す

昭
和
三
十
年
六
月
二
十
日
創
刊
以
米
、

町
民
の
み
な
さ
ん
に
と
愛
読
い
た
だ
い
て

き
ま
し
た
町
報

「
あ
さ
ひ
」
も
こ
の
十
二

月
号
で
第
百
号
目
を
辿
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

朝
日
町
で
は
百
号
発
行
を
記
念
し
て
、

創
刊
号
か
ら
百
号
ま
で
を
全
部
お
持
ち
の

方
に
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。

百
号
全
部
お
持
ち
の
方
は
、
十
一
月
二
十

五
日
ま
で
に
氏
名
、
佳
所
、
年
令
、
職
業

を
明
記
の
う
え
百
号
を
添
え
て
、
朝
日
町

教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ

畜
舎
の
新
築
に
つ
い
て
は
、

農
業
近
代
化

資
金
を
利
用
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
か
ら

せ
い
ぜ
い
活
用
さ
れ
、
設
計
、
改
善
な
ど

に
つ
い
て
農
業
セ
ン
タ
ー
へ
ど
し
ど
し
ご

柏
談
く
だ
さ
い
。朝
日
町
農
業
改
良
普
史
所

第
六
回
朝
日
町
青
年
祭

期主
日催

朝
日
町
連
合
青
年
団

昭
和
犯
年
刊
月
げ
日
ハ
体
育
）

H

竹
月
何
抗
日
〈
文
化
）

種
目体
育
の
部

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ポ

’’レ活動
発
表
会
、
青
年
学
級

討
論
会、

青
年
議
会

文
化
の
部

会
場体
育
の
部

泊
高
校
講
堂
お
よ
び
グ
ラ

ウ
ン
ド

小
丸
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

役
場
議
場
、
泊
公
民
舘

文
化
の
部

開
始
時
刻

両
日
と
も
午
前
九
時

開
会
式
は
十
一
月
十
七
日
午
前
九
時
よ

り
泊
高
校
講
堂
で

家
屋
評
価
替
え
に
伴
う

調
査
に
つ
い
て

さ
き
に
本
紙
に
景
載
し
て
あ
り
ま
し
た

家
屋
評
価
替
を
、
十

一
月
一
日
か
ら
各
地

区
別
に
実
施
い
た
し
ま
す
c

皆
さ
ん
の
家
屋
に
も
立
入
り
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
願

い
ま
す
。
実
施
の
期
日
な
ど
の
く
わ
し
い

こ
と
に

つ
い
て
は
、
町
内
会
長
さ
ん
や
、

有
線
放
送
等
を
通
じ
て
、

あ
る
い
は
「
お

知
ら
せ」

を
通
じ
て
配
布
い
た
し
て
通
知

い
た
し
ま
す。

そ
の
帥
は
、
な
る
べ
く
留
守
に
さ
れ
な

い
よ
う
特
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

税

務

課

朝

日
越
円円町
印 l& 
刷場

編
集
兼
発
行

印

刷

所

送

料

定

価
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